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本データ､ (イ)顕微鏡標本データ､ (ウ)歴史的建造物古材データ､ (ェ)日本産木材の記載ならびに
顕微鏡写真データ､ (オ)中国産木材の記載ならびに顕微鏡写真データ､ (カ)日本の遺跡出土木製品デ
ータを含む｡ (ア)と (イ)については､データ入力が完了しており､今後新たに受け入れた標本につい
ては追加入力のみを必要とする｡ (ウ)については､既往の入力済みの古材データに､新たに収集した古
材データの入力を進行中である｡特に､材鑑室の主要な展示物として展示に主力を注いだ｡ (ェ)概ね記
載および顕微鏡写真撮影は終了しているが､一部不足している樹種の追加と細部にわたる顕微鏡写真の追
加を今後進める予定である｡これと平行して英文化を進めており､一通り翻訳作業が終了したので今後英
文校正を行う予定である｡ (オ)日本産木材に較べて2倍以上の樹種数となる見込みで､中国の研究者の
協力の下に記載を進行中である｡一部顕微鏡写真の撮影も行ってきている｡最終的には中国語､英語､日
本語の三力国語にて整理する予定であるので､今年度中の完成は難しい｡ (カ)わが国の遺跡からはこれ
までに膨大な量の木質遺物が出土しており､その一部について樹種同定がなされているoこれをデータベ
ース化し､樹種と用途との関係を定量化して解析することを目指している｡そのために､全国都道府県に
点在する埋蔵文化財センターの協力の下に全国規模でデータを集約中である｡
(ア)については､地球規模での生物多様性の重要度に則して､遺伝子資源でもある木材標本を森林総
合研究所とともに複数の信頼度の高い研究機関で収集整備し､今後の研究に活用させる｡ (ウ)歴史的建
造物古材は木材の老化という長年の命題を解決する上で大変貴重なものであり､当該研究所独白のコレク
ションとして､今後積極的に収集する必要性が高い｡ (イ)と (ェ)はわが国の木質文化財の樹種の調査
の需要が多い昨今において､樹種同定の基本となるデータとして大変価値のあるもので､完了後には多方
面からの利用が見込まれる｡ (オ)中国において､わが国がたどってきたのと同じように遺跡出土木材を
始め木質文化財の樹種の調査の必要性が一段と増加することが見込まれる｡中国の研究者に提供し､かつ
協力 弓旨導していく上で貴重なデータとなる｡ (カ)わが国における人と木の関係を深く知る上で必要不
可欠なデータを提供する｡
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